
2018.1.31修正⽇ニュートンのゆりかご⼟曜倶楽部

tago作成者テーマ資料 No.114

《サイエンス・キーワード》
運動量保存の法則 衝突 質量
速度 ⼒学的エネルギー保存の法則
ニュートンのゆりかご

１／１ページ
⼟曜倶楽部の連絡先︓東京都町⽥市森野2-26-9 ⽥極 （たごく）
「こども⼯作室」 http://http://kobo.wktk.so/

【 運動量とは 】
1) ボールがぶつかったときに⽣まれる衝突エネルギーは、ボール

の質量（重さ）とぶつかるときの速度（速さ）で決まります。
質量が同じボールどうしがぶつかるとき、その速度が速ければ
早いほどエネルギーが⼤きくなります。

2) 同じ速度のときは、質量が⼤きいほどエネルギーは⼤きくなり
ます。 ぶつかったときの衝突エネルギーは質量と速度で決ま
り、質量と速度をかけ合わせた⼤きさを運動量といいます。

運動量 ＝ 質量（重さ）ｘ 速度（速さ）

【 運動量保存の法則 】
1) 運動量はぶつかる前と後では変わりま

せん。このことを「運動量保存の法則」と
いいます。

2) つまり、ビー⽟をひとつぶつけたときは反
対側のビー⽟がひとつだけはじかれます。
２つぶつけたときはひとつの時の２倍の
質量になるので、はじかれるビー⽟も２
倍の２つになります。おなじように、３つ
ぶつけたときは３つはじかれます。

3) また、遠くからぶつけたときはぶつかるとき
の速度が速くなるので、はじかれたビー
⽟も遠くまではじかれます。

4) もし、すべてのビー⽟が》同じ質量で、
完全に⼀列に並んでいるときは、まわり
からほかの⼒が加わらない限りずっとビー
⽟ははじかれて動き続けます。 しかし
ながら、通常はビー⽟の質量が少し違っ
ていたり、⽷の摩擦や空気抵抗などが
原因で、だんだんとはじかれる⼒が弱く
なって、⽌まってしまいます。


